
「電話お願い手帳 アプリ版」をスマートフォンに。
もしもの時のコミュニケーションをお手伝いします。
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以下の12のメニューから、その時々の状況に応じた項目を選び、内容を入力したメッセージを表示することで、近く
にいる方に電話連絡などのお願いを伝えることができます。

すぐに使える12のお願いメニュー

使い方と表示例（病院への電話連絡をお願いする場合）
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保存
ほぞん

保存
ほぞん

なまえ

にゅうりょくほじょ

かき にゅうりょく

にゅうりょく しょうりゃく

かく

わたしの名前

○○ ○○

わたしの電話番号

○○○-○○○-○○○○

でんわばんごう

電話お願い手帳

いつから

身体のどこが

症状

具合が悪いのは

かかりつけの病院名

病院の電話番号

担当医師名

病院へ連絡してもらう
びょういん れんらく

ふんまえ

わたし

朝（あさ）

分前30

その他（た）

その他（た）

その他（た）

今朝薬を飲み忘れました

今朝薬を飲み忘れました

頭（あたま）

いたい

お願い画面を表示
ねが がめん ひょうじ

お願い画面を表示
ねが がめん ひょうじ

・わたし
・こども
・夫（おっと）
・妻（つま）

・朝（あさ）
・昼（ひる）
・夕方（ゆうがた）
・夜（よる）
・昨日（きのう）
・おととい

・頭（あたま）
・腕（うで）
・足（あし）
・胸（むね）
・お腹（おなか）
・背中（せなか）
・全身（ぜんしん）
・指（さ）したところ

・いたい
・くるしい

患者の名前
○○ ○○

○○病院

○○○-○○○-○○○○

○○先生

なまえかんじゃ

びょういんめい

びょういん

たんとういしめい

ぐあい

からだ

しょうじょう

わる

でんわばんごう

保存
ほぞん

保存
ほぞん

保存
ほぞん

保存
ほぞん

電話お願い手帳

補助

補助

補助

補助

補助

つた ないよう ついか

伝える内容を追加する

は

が

です

びょういん れんらく

わたし

頭（あたま）

いたい

病院へ連絡して
いただけますか？

質問（しつもん）を入力（にゅう
りょく）してください

回答（かいとう）を入力（にゅう
りょく）してください

Q & A

連絡先

○○病院

○○○-○○○-○○○○

○○先生

患者の名前
○○ ○○

なまえかんじゃ

れんらくさき

にゅうりょく おし

はな

ゆっくり話してください

入力して教えてください

みみ ことば ふじゆう

わたしは耳や言葉が不自由です

電話お願い手帳

①メニュー画面で自分の名前・電
話番号を入力し「病院へ連絡し
てください」のアイコンを選択。

②入力画面で必要事項を入力また
は選択し、「お願い画面を表示」
を選択。

③お願い画面が表示されますので、
近くにいる方に見せて電話連絡
をお願いしてください。

の印がある項目は、１度入力して保存すると２回目以降の入力が不要となります。

※アクセス方法は表面にございます。詳しい使い方は「電話お願い手帳Web版」トップページ下の「操作マニュアル」をご覧ください。

補助

A

補助

B

と伝えてください
つた

ふんまえ

分前から30


